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要　旨　
【目的】 看護学生の職業レディネスと曖昧さへの態度の関連を調査し，キャリア教育への示唆を得

る．
【方法】 A 学園内の大学と専門学校に通う看護学生 1,023 名に無記名自記式の質問紙を配布した．

調査内容は，個人属性（年齢，性別，学年，社会人経験，進路決定タイプ）と職業レディネス（職業
レディネス尺度），曖昧さへの態度（曖昧さへの態度尺度）とした．分析は，記述統計，差の検定，
多重比較を行った．
【結果】 分析対象は 642 部（有効回答率 62.8％）であり，対象者は女性 572 名（89.1％），平均年齢

は 21.1±2.9 歳，進路決定タイプは【早期決定型】が最も多かった．
職業レディネス尺度（中央値）は，社会人学生（68.1 点）が一般学生（60.7 点）に比べて有意に高

かった（ p＜0.001）．学年別では，第 1 学年（62.7 点）が第 4 学年（59.9 点）と第 2 学年（60.1 点）に
比べて有意に高かった（ p＜0.05）．

曖昧さへの態度尺度（中央値）の下位項目【曖昧さの享受】は，男性（4.5 点）が女性（4.3 点）に
比べて有意に高かった（ p＜0.05）．【曖昧さへの不安】は，一般学生（4.3 点）が社会人学生（4.1 点）
に比べて有意に高かった（ p＜0.001）．【曖昧さの受容】は，進路決定タイプにおいて【回避型】（3.9 点）
が【出会い型】（3.6 点）と【途中変更型】（3.6 点）に比べて有意に高かった（ p＜0.01）．【曖昧さの統
制】は，社会人学生（4.9 点）が一般学生（4.5 点）に比べて有意に高かった（ p＜0.05）．【曖昧さの排
除】は，進路決定タイプにおいて【直前決定型】（3.9 点）が【早期決定型】（4.2 点）と【出会い型】（4.2
点）に比べて有意に低かった（ p＜0.01）．
【結論】 今回，看護学生の職業レディネスと曖昧さへの態度についての実態が明らかになった．今

後は，看護学生の職業レディネスを高めるための支援を曖昧さへの態度との関連から明らかにしてい
き，看護学生の曖昧さへの態度に応じた教育的介入について検討していく必要がある．
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Ⅰ．諸言
青年期後期にある大学生は，アイデンティテ

ィの確立に至る段階であり，職業決定はこの時
期における最も重要な発達課題の 1 つである1）．
この時期にうまく職業を決定できず「職業的ア
イデンティティに安住することができない」場
合は，アイデンティティの混乱が起こる 2）．そ
のような中で，看護学生を含む医療系大学生は，
一般の大学生と比較して将来の職業イメージが
明確になっている場合が多い．看護学生が進路
を決定するプロセスには，小学生の頃から看護
職者になることを考えており，進路には納得し
ている【早期決定型】，高校生・中学生時代に

何らかのきっかけで今の職業があることを知
り，納得して進路を決めた【出会い型】，成績
や周囲の反対等により大きな葛藤を伴いながら
進路を変更した【途中変更型】，大学入試直前
になって大きな葛藤を伴って決定した【直前決
定型】，何となく大学に合格したが，進路に納
得できていない【回避型】の 5 類型がある．そ
の中で，看護学生は【早期決定型】が最も多い
ことが報告されている 3）．【早期決定型】 の学生
は，幼い段階から将来の職業として看護職者に
なることを考えており，自分の進路に納得し自
信をもっている．しかし，自らの進路や職業選
択に自信をもっている一方で，入学後に看護実

キーワード ： 職業レディネス，曖昧さへの態度，看護学生，キャリア教育

ABSTRACT
［Purpose］ Our purpose was to investigate vocational readiness and attitudes toward ambiguity 

in nursing students.
［Methods］ Surveys were distributed to 1,023 nursing students. The survey questions included 

personal attributes, the Vocational Readiness Scale and Attitude toward Ambiguity Scale. 
［Results］ Answers from 642 respondents ［572 females, 70 males；age 21.1±2.9 yr （mean±stan-

dard deviation）］ were included （valid response rate：62.8％）. The early-decision-making type 
was the most common type. 

Students with work experience scored higher on the Vocational Readiness Scale than those who 
did not （68.1 vs. 60.7 points, median）（ p＜0.001）. According to school year, first-year students （62.7 
points）scored significantly higher on the Vocational Readiness Scale than the fourth-year （59.9 
points）and second-year students （60.1 points）（ p＜0.05）.

The score on “acceptance of ambiguity” was higher in males than in females （4.5 vs. 4.3 points）. 
Students without work experience had a higher score on “anxiety toward ambiguity” than those 
with work experience （4.3 vs. 4.1 points）（ p＜0.0001）. Students with avoidance-of-career-deci-
sion-making pattern （3.9 points）had a higher score on “acceptance of ambiguity” than those with 
the encounter pattern or mid-avoidance pattern （3.6 points each） （ p＜0.01 each）. Students with 
work experience had a higher score on “control of ambiguity” than those who did not （4.9 vs. 4.5 
points）（ p＜0.01），and students with the predecessor pattern （3.9 points） had a lower score on 

“exclusion of ambiguity” than those with the early-decision or encounter pattern （4.2 points each）
（ p＜0.01 each）.

［Conclusion］ We clarified the work readiness and attitudes toward ambiguity among nursing 
students. Future studies need to investigate how nursing students can be supported to increase 
their vocational readiness according to their attitude towards ambiguity.

Keywords ： vocational readiness, attitudes towards ambiguity, students nursing, education career.
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践の現実に触れて徐々にその自信が低くなるこ
とも報告されている．さらに，【回避型】の看
護学生は，具体的な職業イメージを持つことが
できていないため，医療職に関するアイデンテ
ィティを持ちにくいことも報告されている 3-5）．
これらのことから，看護学生には看護学の学修
支援とともに，看護職を目指すうえでの自信を
高めるための支援を行う必要があると考える．
これは，就学を継続するための支援のみならず
就職後も自らの選択に自信をもって職業を継続
するための支援にも繋がると考える．

看護学生が専門職業人として就業していくた
めの心理的準備状況は職業レディネスと呼ば
れ，多くの大学で職業体験やインターンシップ
などによって職業レディネスを整えるための取
り組みが行われている．看護学生が「看護師と
して就業する将来の自分を具体的に描けるよう
に促すことは，学生の職業レディネスを高め
る 4）」ことから，実習で実際の臨床現場で患者
を受け持ち，必要となる看護について考え，実
践とリフレクションを繰り返すことによって看
護職としての自信を高め，自らの職業レディネ
スを高めていくと考える．これは，看護学生が
自信をもって看護職として就職していくことに
繋がり，看護職者として就業を継続していく上
での信念にも影響するといえる．

また，看護学生が実習を行う臨床現場では，
患者やその家族の意思や希望を優先しながら，
様々な専門職と協働し，刻々と変化する患者の
病態に向き合っていく必要がある．「医師や看
護師が臨床現場で遭遇する多種多様な事象や提
供される情報には，科学実験とは異なり，かな
りの曖昧さやおおまかさがつきもの 6）」であり，
看護学生も学修や実習を通して，看護場面や人
間関係上の様々な曖昧さを経験していくと考え
る．

曖昧さとは，充分な手がかりがないために適
切な構造化や分類化ができない状態であり，①
手がかりが全くない新しい状況，②考慮すべき
手がかりがありすぎる複雑な状況，③個々の手
がかりが異なる事態を指している矛盾した状
況 7）をいう．看護学生が体験する曖昧な状況で

は，①手がかりが全くない新しい状況として，
初めての実習でどのように振る舞えばよいか，
何を優先して行動したらよいかわからない状
況，②考慮すべき手がかりがありすぎる複雑な
状況として，患者やその家族とコミュニケーシ
ョンをする中で，相手の真意や希望をうまくつ
かめない状況，③個々の手がかりが異なる事態
を指している矛盾した状況として，指導者によ
ってアドバイスの内容が異なっている状況など
が考えられる．看護学生は曖昧な状況の中で，
自ら考え，判断することが求められるが，曖昧
な状況に上手く適応できない看護学生は，徐々
に自信を無くしモチベーションを低下させてし
まうのではないかと考える．人は曖昧さを知覚
したとき，不安が喚起されることもあれば，安
定して受け入れられることや，おもしろさを発
見することから 8），曖昧な状況を肯定的に受け
止められる学生ほど対人援助職である看護職に
魅力を感じ，職業レディネスを高めていくので
はないかと推測する．

これまで，看護分野では曖昧さについて，主
に看護職の役割や患者の体験の文脈で述べられ
てきた．例えば，看護職の役割では，役割の曖
昧さは組織コミットメントや燃え尽きに直接に
影響していること，専門看護師は曖昧な役割認
識のなかで悩みながら 6〜10 年をかけて役割を
獲得していること，中堅看護師は看護師の役割
が曖昧なことで離職意図を持つこと，などであ
る 9-11）．患者の体験では，思春期前期の胆道閉
鎖症患児は療養行動への意味付けが曖昧である
こと，成人期発症 1 型糖尿病患者は将来の見通
しに曖昧さを感じていること， ICU で人工呼吸
器を装着している患者は時間や身体感覚の曖昧
さに苦悩していること，などである 12-14）．しか
し，看護学生や看護職者の曖昧さへの態度を明
らかにした研究は，調べた限り見当たらなかっ
た．そこで，本研究の目的は，看護学生の職業
レディネスと曖昧さへの態度の関連を調査し，
キャリア教育への示唆を得ることとした．これ
によって，看護学生の曖昧さへの態度に応じた
教育的介入への示唆を得ることができ，看護学
生の職業レディネスを高め，専門職としての成
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長を支援することに寄与できると考える．
本研究では，第一報として，看護学生の職業

レディネスと曖昧さへの態度の実態に焦点を絞
り報告する．

Ⅱ．用語の定義
1 ）職業レディネス

独立行政法人労働政策研究・研修機構では，
生徒や学生，求職者が自己理解を深め，職業意
識を啓発するためのツールとして「職業レディ
ネス・テスト」を開発し，進路指導や職業指導
に活用している．この中で，室山は，職業レデ
ィネスを「個人の根底にあって，将来の職業選
択に影響を与える心理的な構え」と定義してい
る 15）．また，職業レディネスは「就職を控えた
学生が，職業に就くことに対し，その程度の成
熟した考えをもっているかを表す概念」，「職業
人として自立するための心理的準備状態」と定
義されている 16-17）．

看護学生は，看護系の大学や専門学校に入学
している時点である程度の職業選択はなされて
おり，将来看護職として就職するための準備段
階にあると考えることができる．そのため，本
研究では，職業レディネスを「職業人として自
立するための心理的準備状態」と定義する．
2 ）曖昧さ

Budner は，曖昧さを「充分な手がかりがな
いために適切な構造化や分類化ができない状態
であり，新奇性（手がかりが全くない新しい状
況；novelty）と複雑性（考慮すべき手がかり
がありすぎる複雑な状況；complexity），不可
解性（個々の手がかりが異なる事態を指してい
る矛盾した状況；insolubility）の 3 つがある 7）」
と定義した．

看護学生も，初めての実習でどのように振る
舞えばよいか，何を優先して行動したらよいか
わからない状況などの手がかりが全くない新し
い状況である「新奇性」，患者やその家族とコ
ミュニケーションをする中で，相手の真意や希
望をうまくつかめない状況などの考慮すべき手
がかりがありすぎる複雑な状況である「複雑
性」，指導者によってアドバイスの内容が異な

っている状況などの個々の手がかりが異なる事
態を指している矛盾した状況である「不可解性」
を経験すると考える．そのため，本研究におい
ても Budner に従って曖昧さを定義する．
3 ）曖昧さへの態度

西村（2007）は，曖昧さへの態度を「曖昧な
刺激の処理において生じる，認知的，情緒的反
応パターン 8）」と定義した．本研究ではこの定
義を踏まえ，「看護学生が曖昧な状況に直面し
たときの認知的，情緒的反応パターン」と定義
する．なお，曖昧さへの態度は【曖昧さの享受】

【曖昧さへの不安】【曖昧さの受容】【曖昧さの
統制】【曖昧さの排除】の 5 つの下位項目から
構成されている．【曖昧さの享受】は曖昧さを
魅力的なものと評価し，関与していくことに楽
しみを見出す傾向を表し，【曖昧さへの不安】
は曖昧さに不安などの情緒的混乱と，それに伴
う対処の難しさを感じる傾向を表し，【曖昧さ
の受容】は曖昧さをそのまま認めて受け入れら
れる，曖昧さへの親和性や寛容さを表す傾向を
表し，【曖昧さの統制】 は， 曖昧な状況を否定的
に評価し，知的に把握・対処 （統制） しようと
する傾向を表し，【曖昧さの排除】は曖昧さを
認めず， 排除して白黒つけたい傾向を表す 8）．

Ⅲ．研究方法
1 ．対象

研究実施可能性の観点より，便宜的に A 学園
内のそれぞれ 2 つの大学と専門学校に通う看護
学生を対象とした．学部長もしくは学校長に対
して研究協力の依頼文を用いて口頭で説明を行
い，研究実施の同意を得た．その後，2019 年 1
〜3 月に 4 施設に通う看護学生 1,023 名の対象
者に口頭で研究の説明を行い，調査趣意書，無
記名自記式の質問紙を配布した．質問紙は，回
答後対象者により個別に厳封され，留置き法に
よって回収したのち，研究者宛てに返送された．
2 ．調査内容：
1 ）個人属性

年齢，性別，学年，社会人経験の有無，近親
者の看護職者の有無，進路決定タイプについて
尋ねた．
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2 ）職業レディネス
職業レディネス尺度 15）を用いた．全 21 項目，

「非常にあてはまる」 〜 「まったくあてはまらな
い」の 4 段階のリッカート尺度で評定を求める．
なお，この尺度は人文・保育・看護系学生の計
875 名を対象に信頼性と妥当性が確認されてい
る 18）（信頼性・内部整合性・基準妥当性）．
3 ）曖昧さへの態度

曖昧さへの態度尺度 8）を用いた．この尺度は
【曖昧さの享受】【曖昧さへの不安】，【曖昧さの
受容】，【曖昧さの統制】，【曖昧さの排除】の 5
つの下位項目で構成される．全 26 項目，「非常
にあてはまる」 〜 「まったくあてはまらない」 の
6 段階のリッカート尺度で評定を求める．なお，
この尺度は大学生 437 名を対象に信頼性と妥当
性が確認されている 8）（信頼性・基準妥当性）．
3 ．分析方法

看護学生の職業レディネスと曖昧さへの態度
の特徴を探るため，対象者の個人属性と職業レ
ディネス尺度と曖昧さへの態度尺度について記
述統計を算出し，教育課程別 （大学・専門学校） 
で性別，年齢，社会人経験の有無，近親者看護
師について c 2 検定を用いて分析した．また，
各尺度の内的整合性（以下，a 係数）の確認を
行った．次に，職業レディネス尺度と曖昧さへ
の態度尺度の下位項目それぞれに対する個人属
性（年齢，性別，学年，社会人経験の有無，近
親者の看護職者の有無，進路決定タイプ）によ
る差を検討するために，Mann-Whittney の U
検定及び Kruskal-Wallis の検定，その後の多
重比較を行った．なお，解析ソフトには IBM 
SPSS Statistics 25 を用いた．検定はすべて両
側検定とし，有意水準は 5％とした．
4 ．倫理的配慮

対象の学部長もしくは学校長に対し，研究目
的の説明を行い，署名による研究同意を得た．
また，調査対象者である看護学生に対しては，
説明時に研究協力の任意性と撤回の自由，個人
情報が特定されないよう処理した上で研究に利
用すること，情報漏洩がないよう情報管理に努
めることを説明した．さらに，質問紙に研究参
加への同意の有無を確認する事項へのチェック

及び返信をもって同意と見なした．なお，本研
究は獨協医科大学看護研究倫理委員会の承認を
得て実施した（看護 30038）．

Ⅳ．研究結果
1 ．分析対象者の基本属性と特徴

回収した 687 部（回収率 67.2％）のうちから，
無記入や回答に不備があったものを分析対象か
ら除外し，642 部（有効回答率 62.8％）を分析
対象とした．

対象者の基本属性は，女性 572 名（89.1％），
平均年齢 21.1±2.9 歳であり， 学年は， 第 3 学年
が最も多い 244 名 （38.0％），社会人経験がある
学生 （以下，社会人学生） は 43 名 （6.7％），近
親者に看護師看護師がいる学生は 214 名（33.3
％）だった．進路決定タイプは，【早期決定型】
が最も多かった．教育課程別で差の検討を行っ
た結果，社会人経験の有無にのみ有意差を認め
た（p＜0.001）．基本属性と特徴を表 1 に示す．
2 ．各尺度の平均得点と標準偏差及び a 係数

職業レディネス尺度と曖昧さへの態度尺度の
下位項目の平均得点と標準偏差及び a 係数を
求めた．職業レディネス尺度得点は 61.0（±
7.7）点であり a 係数 0.81 を示した．曖昧さへ
の態度尺度得点は，【曖昧さの享受】 が 4.3（±
0.8）点であり a 係数 0.82，【曖昧さへの不安】が
4.3 （±0.8） 点であり a 係数 0.77，【曖昧さの受
容】が 3.7（±0.8）点であり a 係数 0.70，【曖昧
さの統制】が 4.6（±0.7）点であり a 係数 0.71，

【曖昧さの排除】が 4.1（±1.0）点であり a 係数
0.80 であった．教育課程別では，曖昧さの受容
のみ有意差を認めた（p＜0.001）．（表 2）．
3 ．対象者の背景による各尺度の比較
1 ）職業レディネス

職業レディネスについて，社会人学生と社会
人経験が無い看護学生（以下，一般学生）の中
央値を比較したところ，社会人学生は 68.1 点，
一般学生は 60.7 点で，社会人学生は一般学生
に比べて有意に高かった（ p＜0.001）．また，
職業レディネスについて，各学年の中央値を比
較したところ，第 1 学年は 62.7 点，第 4 学年
は 59.9 点，第 2 学年は 60.1 点で，第 1 学年は
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第 4 学年と第 2 学年に比べて有意に高かった（ p
＜0.05）．さらに，職業レディネスについて，
進路決定タイプ毎の中央値を比較したところ，

【早期決定型】は 63.4 点，【出会い型】は 63.7 点，
【途中変更型】は 61.3 点，【直前決定型】は 58.5
点，【回避型】は 53.0 点で，【回避型】は他のす

べての類型に比べて有意に低く（ p＜0.001），
【直前決定型】は【早期決定型】と【出会い型】
に比べて有意に低かった（ p＜0.001）．（表 3）
2 ） 曖昧さへの態度の下位項目【曖昧さの享受】
【曖昧さの享受】について，女性と男性の中

央値を比較したところ，女性は 4.3 点，男性は

表 1　対象者の基本属性と特徴
n＝642

全体
教育課程別

大学 n＝337 専門学校 n＝305 χ2 検定 p 値

個人属性

性別 女性 572 （89.1） 294 （87.2） 278 （91.2） 0.113
男性 70 （10.9） 43 （12.8） 27 （8.9）

年齢 21.1±2.9 21.3±3.0 20.9±2.9

学年 第 1 学年 137 （21.3） 41 （12.2） 96 （31.5） 0.000
第 2 学年 159 （24.8） 70 （20.8） 89 （29.2）
第 3 学年 244 （38.0） 124 （36.8） 120 （36.3）
第 4 学年 102 （15.9） 102 （30.3）

社会人経験の有無 有 43 （6.7） 9 （2.7） 34 （11.2） 0.000
無 599 （93.3） 328 （97.3） 271 （88.9）

近親者看護師 有 214 （33.3） 109 （32.3） 105 （34.3） 0.576
無 428 （66.7） 228 （67.7） 200 （65.67）

進路決定タイプ 早期決定型 278 （43.3） 140 （41.5） 138 （45.3） 0.702
出会い型 47 （7.3） 28 （8.3） 19 （6.2）
途中変更型 126 （19.6） 70 （20.8） 56 （18.4）
直前決定型 53 （8.3） 26 （7.7） 27 （8.9）
回避型 138 （21.5） 73 （21.7） 65 （21.3）

表中の数字は n（％）を示す．

表 2　最各尺度の平均得点と標準偏差及び a 係数
n＝642

全体
教育課程別

a 係数
大学 n＝337 専門学校

p 値mean
（SD）

中央値 mean
（SD）

中央値 mean
（SD）

中央値

職業レディネス
（range 40-71） 61.0（7.7） 61.0 60.3（7.8） 61.0 61.8（7.6） 61.0 0.140 0.81

曖昧さへの態度
　曖昧さの享受 （range 1-6） 4.3（0.8） 4.3 4.3（0.7） 4.3 4.3（0.8） 4.3 0.780 0.82
　曖昧さへの不安 （range 1-6） 4.3（0.8） 4.3 4.3（0.8） 4.3 4.3（0.8） 4.3 0.938 0.77
　曖昧さの受容 （range 1-6） 3.7（0.8） 3.6 3.8（0.8） 3.8 3.6（0.8） 3.6 0.000 0.70
　曖昧さの統制 （range 1-6） 4.6（0.7） 4.6 4.5（0.7） 4.4 4.6（0.7） 4.6 0.010 0.71
　曖昧さの排除 （range 1-6） 4.1（1.0） 4.0 4.1（1.0） 4.0 4.2（1.0） 4.3 0.021 0.80

＊＊＊ p＜0.001
Whittney の U 検定
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4.5 点で，男性は女性に比べて有意に高かった（ p
＜0.05）．また，【曖昧さの享受】について，学
年毎の中央値を比較したところ，第 1 学年は
4.4 点，第 2 学年は 4.2 年で，第 1 学年は第 2

学年に比べて有意に高かった（ p＜0.05）．（表 4）
3 ）曖昧さへの態度の下位項目【曖昧さへの不

安】
【曖昧さへの不安】について，社会人学生と

表 3　対象者の背景による職業レディネスの比較
n＝642

n ％ 中央値 u 値 /H 値 p 値
多重比較

（有意確率）

性別 女 572 89.1 61.3 19490.5 0.7181）

男 70 10.9 59.8

社会人経験 有り 43 6.7 68.1 7696.0 0.0001）

無し 599 93.3 60.7

近親者の看護職者 有り 214 33.3 62.1 42422.5 0.1281）

無し 428 66.7 60.8

学年 1 137 21.3 62.7 12.6 0.0062） 1＞4（0.018）
1＞2（0.036）2 159 24.8 60.1

3 244 38.0 61.6
4 102 15.9 59.9

進路決定プロセス 早期決定型 278 43.3 63.4 105.6 0.0002） 直＞回（0.000）
途＞回（0.000）
早＞回（0.000）
出＞回（0.000）
早＞直（0.000）
出＞直（0.000）

出会い型 138 21.5 63.7
途中変更型 47 7.3 61.3
直前決定型 126 19.6 58.5
回避型 53 8.3 53.0

1）Mann-Whittney の U 検定　2）Kruskal-Wallis の検定

表 4　対象者の背景による「曖昧さの享受」の比較
n＝642

n ％ 中央値 u 値 p 値
多重比較

（有意確率）

性別 女 572 89.1 4.3 17132.0 0.0481）

男 70 10.9 4.5

社会人経験 有り 43 6.7 4.5 10939.0 0.0981）

無し 599 93.3 4.3

近親者の看護職者 有り 214 33.3 4.3 44914.0 0.6901）

無し 428 66.7 4.3

学年 1 137 21.3 4.4 8.5 0.0362） 1＞2（0.036）
2 159 24.8 4.2
3 244 38.0 4.3
4 102 15.9 4.3

進路決定プロセス 早期決定型 278 43.3 4.3 6.2 0.1882）

出会い型 47 7.3 4.3
途中変更型 126 19.6 4.4
直前決定型 53 8.3 4.3
回避型 138 21.5 4.1

1）Mann-Whittney の U 検定　2）Kruskal-Wallis の検定
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一般学生の中央値を比較したところ，社会人学
生は 4.1 点，一般学生は 4.3 点で，一般学生は
社会人学生に比べて有意に高かった（ p＜
0.05）．（表 5）

4 ） 曖昧さへの態度の下位項目【曖昧さの受容】
【曖昧さの受容】について，進路決定タイプ

毎の中央値を比較したところ，【回避型】は 3.9
点，【出会い型】は 3.6 点，【途中変更型】は 3.6
点で，【回避型】は【出会い型】と【途中変更型】

表 5　対象者の背景による「曖昧さへの不安」の比較
n＝642

n ％ 中央値 u 値 p 値

性別 女 572 89.1 4.3 18038.0 0.175 1）

男 70 10.9 4.2

社会人経験 有り 43 6.7 4.1 10564.5 0.048 1）

無し 599 93.3 4.3

近親者の看護職者 有り 214 33.3 4.3 42972.0 0.201 1）

無し 428 66.7 4.3

学年 1 137 21.3 4.2 2.4 0.502 2）

2 159 24.8 4.3
3 244 38.0 4.3
4 102 15.9 4.3

進路決定プロセス 早期決定型 278 43.3 4.3 2.1 0.717 2）

出会い型 47 7.3 4.3
途中変更型 126 19.6 4.2
直前決定型 53 8.3 4.3
回避型 138 21.5 4.3

1）Mann-Whittney の U 検定　2）Kruskal-Wallis の検定

表 6　対象者の背景による「曖昧さの受容」の比較
n＝642

n ％ 中央値 u 値 p 値
多重比較

（有意確率）

性別 女 572 89.1 3.6 17170.5 0.051 1）

男 70 10.9 3.9

社会人経験 有り 43 6.7 3.7 12628.5 0.831 1）

無し 599 93.3 3.7

近親者の看護職者 有り 214 33.3 3.7 45587.5 0.925 1）

無し 428 66.7 3.7

学年 1 137 21.3 3.7 0.5 0.911 2）

2 159 24.8 3.7
3 244 38.0 3.6
4 102 15.9 3.7

進路決定プロセス 早期決定型 278 43.3 3.6 17.7 0.001 2） 回＞出（0.002）
回＞早（0.025）出会い型 47 7.3 3.6

途中変更型 126 19.6 3.6
直前決定型 53 8.3 3.8
回避型 138 21.5 3.9

1）Mann-Whittney の U 検定　2）Kruskal-Wallis の検定
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に比べて有意に高かった（ p＜0.01）．（表 6）
5 ） 曖昧さへの態度の下位項目【曖昧さの統制】
【曖昧さの統制】について，社会人学生と一

般学生の中央値を比較したところ，社会人学生
は 4.9 点，一般学生は 4.5 点で，社会人学生は

一般学生に比べて有意に高かった（ p＜0.05）．
（表 7）

6 ） 曖昧さへの態度の下位項目【曖昧さの排除】
【曖昧さの排除】について，学年毎の中央値

を比較したところ，第 1 学年は 4.3 点，第 2 学

表 7　対象者の背景による「曖昧さの統制」の比較
n＝642

n ％ 中央値 u 値 p 値

性別 女 572 89.1 4.6 19494.5 0.7191）

男 70 10.9 4.6

社会人経験 有り 43 6.7 4.9 10100.0 0.0181）

無し 599 93.3 4.5

近親者の看護職者 有り 214 33.3 4.6 42425.0 0.1271）

無し 428 66.7 4.5

学年 1 137 21.3 4.6 3.5 0.3272）

2 159 24.8 4.5
3 244 38.0 4.6
4 102 15.9 4.6

進路決定プロセス 早期決定型 278 43.3 4.6 6.4 0.1702）

出会い型 47 7.3 4.6
途中変更型 126 19.6 4.7
直前決定型 53 8.3 4.5
回避型 138 21.5 4.4

1）Mann-Whittney の U 検定　2）Kruskal-Wallis の検定

表 8　対象者の背景による「曖昧さの排除」の比較
n＝642

n ％ 中央値 u 値 p 値
多重比較

（有意確率）

性別 女 572 89.1 4.1 19685 0.8181）

男 70 10.9 4.1

社会人経験 有り 43 6.7 4.2 12466 0.7241）

無し 599 93.3 4.1

近親者の看護職者 有り 214 33.3 4.2 42335 0.1161）

無し 428 66.7 4.1

学年 1 137 21.3 4.3 10.3 0.0162）

2 159 24.8 4.2
3 244 38.0 4.1
4 102 15.9 3.9

進路決定プロセス 早期決定型 278 43.3 4.2 15.5 0.0042） 早＞直（0.016）
出＞直（0.029）出会い型 47 7.3 4.2

途中変更型 126 19.6 4.2
直前決定型 53 8.3 3.9
回避型 138 21.5 4.0

1）Mann-Whittney の U 検定　2）Kruskal-Wallis の検定
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年は 4.2 点，第 3 学年は 4.1 点，第 4 学年は 3.9
点であり，学年間では有意な差を認めたが（ p
＜0.05），その後の多重比較では有意差を認め
なかった．また，【曖昧さの排除】について，
進路決定タイプ毎の中央値を比較したところ，

【早期決定型】は4.2点，【出会い型】は4.2点，【直
前決定型】は 3.9 点であり，【早期決定型】と【出
会い型】は【直前決定型】に比べて有意に高か
った（ p＜0.01）．（表 8）

Ⅴ．考察
1 ．職業レディネス

看護学生の職業レディネスは，大学と専門学
校の教育課程では有意な差を認めなかった．一
方，社会人学生は，一般学生に比べて有意に職
業レディネスが高かった．社会人学生は，一般
学生に比べて目的意識や知的欲求が高く，その
ことが学習意欲となり学校生活に充実感をもっ
ており 19），看護師国家資格取得という自立・自
律に繋がる明確な動機と家族の支えがあり，学
びつづけている 20）．そのため，看護職になるた
めの心理的な準備状況である職業レディネスが
高い結果を示したと推察する．さらに，社会人
学生は，一度看護職以外の道に進んだが，何ら
かの理由によって「これまでの生き方の見直し
を迫られ 21）」ることによって改めて看護職への
道に進んだため，一般学生に比べて看護職とし
て働きたいという意志が強いことから職業レデ
ィネスが高かったと考える．

看護学生の職業レディネスは，学年別では第
1 学年が最も高く，第 4 学年が最も低かった．
看護学生は実習の中で「知識量の乏しさと活用
度の低さによるクライエント状態に応じた看護
過程展開難航」や「看護を学ぶ学習者としての
素養の乏しさと欠落による自信喪失」を経験す
る 22）．そのため，学年が上がり様々な実習を積
み重ねていく中で，自らの学修不足と実践力不
足を実感して職業レディネスは低下すると考え
る．また，進路決定タイプでは【早期決定型】
と【出会い型】が最も高かった．【早期決定型】
と【出会い型】は，明確な職業イメージを持ち，
決定置いて主体性を強く持ち，大きな問題もな

く，スムーズな決定を行っていた 23）ことから，
看護職を目指す学生としての心構えができてお
り，職業レディネスも高い傾向にあるといえる．
一方，【回避型】はその他の類型と比較して職
業レディネスが最も低く，職業イメージが明瞭
ではなく，決定における主体性が他の類型より
も低く，決定プロセスが順調であったとはいえ
ない 23）．【回避型】は，職業イメージが明確に
ならないまま就学を継続していることが考えら
れ，職業レディネスが低かったのではないかと
考える．
2 ．曖昧さへの態度

看護学生の曖昧さへの態度は，【曖昧さの統
制】が最も高かった．【曖昧さの統制】は，「情
報がたりないと動きづらいので，できるだけ情
報を集めたい」や「いろんな可能性がある時に
は，さまざまなことを考慮して対処法を考えて
おきたい」などの質問項目から構成され，曖昧
な状況を否定的に評価し，知的に把握・対処（統
制）しようとする傾向 8）である．これは，看護
職者がケアの対象者の疾患や病態，生活背景な
どについてアセスメントを行って患者の生活課
題や看護の必要性を見出すために必要な能力で
あると考える．そのため，看護学生は学修過程
において曖昧さを統制しようとする態度が強化
され，充分な情報がないなどの曖昧な状況に対
して積極的に関わり，主体的に情報を得ていく
姿勢が涵養されていると推察する．

また，【曖昧さの統制】は社会人学生の方が
有意に高かった．社会人学生は，社会人として
の職業経験を通して，わからないことや難しい
と感じられることは事前に自らの責任において
把握・対処しておいた方がよいことを学んでい
ると考える．そのため，一般学生と比べて【曖
昧さの統制】がより高く，曖昧な状況に対して
積極的に関わっていく傾向にあったと推察す
る．

一方，看護学生の曖昧さへの態度では，【曖
昧さの受容】が最も低かった．【曖昧さの受容】
は，「不完全なことがあるからおもしろい」「不
完全なところも，ある程度受け入れられる」な
どの質問項目で構成される．【曖昧さの受容】
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は曖昧さをそのまま認めて受け入れられる，曖
昧さへの親和性や寛容さを表し 8），曖昧さへの
態度のポジティブな側面とされている．しかし，
看護学生は曖昧な状況をただ受け入れるだけで
はなく，曖昧さに興味持って積極的に関わろう
とする態度を備えていると考えることから，

【曖昧さの受容】が最も低かったのではないか
と考える．また，【曖昧さの受容】は教育課程
別において唯一差を認め，専門学校生の方が大
学生に比べて高かった．専門学校の入学者は，
20 才未満は多いが 20 才〜34 才も多く，広い年
齢層の入学者が存在し，その中には一般の大学
卒も含まれており 24），20 歳未満の入学者が多
い大学に比べて多様な背景をもつ学生同士の交
流があることが，曖昧さを受け入れるという態
度に関連しているのではないかと考える．

一般大学における大学生（以下，一般大学生）
の曖昧さへの態度を調査した先行研究では，

【曖昧さの享受】と【曖昧さの統制】が最も高
く（いずれも平均 4.3 点），【曖昧さの排除】が
最も低かった（平均 3.7 点）ことが報告されて
いる 8）．曖昧さに積極的に関与しようとする【曖
昧さの享受】と曖昧さに対して知的に対処しよ
うとする【曖昧さの統制】が高いことから，一
般大学生の曖昧さへの態度の特徴として，自ら
の興味関心領域で学修を進めていく中で，未知
の知識を積極的に学び探求していこうとする様
相があると考える．これに対して，本研究の結
果，看護学生は【曖昧さの統制】が最も高く（平
均 4.6 点），【曖昧さの受容】が最も低かった（平
均 3.7 点）．【曖昧さの統制】が最も高い点は一
般大学生と同様であったが，曖昧さの態度のポ
ジティブな面である【曖昧さの受容】と【曖昧
さの享受】が一般大学生よりも低かった．【曖
昧さの受容】は，「今あるものを変容していこ
うという意志に欠ける側面を表している 25）」こ
とが指摘されている．一方，【曖昧さの受容】
は曖昧さを受け入れることで，【曖昧さの統制】
が関連している，物事を確認しないと不安に陥
ってしまう強迫傾向を緩和する側面も報告され
ている 8）．以上のことから，【曖昧さの統制】が
高く【曖昧さの受容】が低い看護学生は，曖昧

さに対して否定的な傾向が強く，曖昧さを積極
的に解消するように介入しようとする一方で，
一般大学生に比べて強迫傾向に陥って心理的な
ストレスを受けやすい特徴をもっていると推察
する．そのため，看護学生には曖昧さをそのま
ま受け入れることができる態度の涵養について
も検討していく必要があると考える．

今後は，看護学生の職業レディネスと曖昧さ
への態度の関連を明らかにしていき，看護学生
の曖昧さへの態度特性に応じた教育的介入への
示唆を得ていく必要がある．

Ⅵ．結語
看護学生は，社会人学生が一般学生に比べて

職業レディネスが有意に高かった．また，学年
が上がり様々な実習を積み重ねていく中で，自
らの学修不足と実践力不足を実感して職業レデ
ィネスは低下していた．

看護学生は，曖昧さに対して否定的な傾向が
強く，曖昧さを積極的に解消するように介入し
ようとする一方で，一般大学生に比べて強迫傾
向に陥って心理的なストレスを受けやすい特徴
をもっていると推察された．今後は，看護学生
の職業レディネスと曖昧さへの態度の関連を明
らかにしていき，看護学生の曖昧さへの態度特
性に応じた教育的介入への示唆を得ていく必要
がある．
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